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年会・総会報告

●２０１２年日本地球化学会第５９回年会実施報告

日本地球化学会年会実行委員会委員長

吉村和久（九州大学大学院理学研究院）

２０１２年度日本地球化学会第５９回年会は，９月１１日か

ら１３日までの３日間，九州大学箱崎キャンパスにおい

て開催された。それに関連し，市民講演会，ショート

コース，巡検を行った。それらを含む日程は次の通り

である。

９月９日：２０１２年度日本地球化学会市民講演会「未来

を拓く地球科学」

主催：日本地球化学会

会場：九州大学西新プラザ

９月１０日：第７回日本地球化学会ショートコース

九州大学箱崎キャンパス（理系地区）

地球惑星科学第二講義室

９月１１日～１３日：日本地球化学会第５９回年会

主催：日本地球化学会

共催：国立大学法人九州大学，日本化学会，日本

分析化学会，日本鉱物科学会，日本地質学

会

協賛：日本質量分析学会

会場：九州大学箱崎キャンパス文系地区

９月１３日，１４日：巡検

年会開始前の準備

昨年１０月に，九州大学の日本地球化学会正会員全員

（１５名）からなる準備委員会が発足し，その後，福岡

大の鮎沢会員，評議員会より企画担当の平田会員に加

わって頂き，総勢１７名の LOCが構成された。

学会と LOCの役割分担を明確にし，LOC構成員

数が少なくても無理なく運営できるシステム作りを念

頭に，LOC側の窓口としての赤木会員が平田会員と

議論を開始した。

次の４点を確認した。

１．セッションの構成には LOCは責任をもたない。

セッションを基盤セッションと特別セッションに分

け，基本的に基盤セッションは各評議委員が責任を

持ち，特別セッションには，評議委員の選出分野に

とらわれず，タイムリーで重要なものを含め，LOC

が提案するセッションは特別セッションとして扱わ

れることとした。

２．優秀発表賞の選考には LOCは責任をもたない。

３．学会が責任を持つ上記の件に関し，LOCはその

作業を可能な範囲で協力する。

４．共催および協賛学術団体の選定・依頼は学会の責

任で行う。

サテライトイベントとして開催した市民講演会のた

めの科学研究費研究公開促進費補助金の申請を行った

が，後に不採択の通知を受けた。ただし，不採択と

なっても開催することは当初から決めていた。

年会の運営は，次の日程に基づき進められた。この

間，計５回の準備委員会を開催した。

４月２３日～５月４日：特別セッション公募（学会）

７月１７日：講演申し込み締め切り

８月２４日：参加予約申し込み締め切り

学会より１７の基盤セッション，６の特別セッション

が立ち上がり，申し込み発表数は３５６件で盛況であっ

た（内訳：口頭発表２４８件，ポスター発表１０５件，受賞

講演３件）。一方で，講演申込締切の前日までの申込

数が少なく（最終申込数の４分の１程度），７月２３日

まで締切を延期した。実際には当初の締切までなされ

た申込数は２９８件であった。投稿数を考慮して特別

セッションの２つを１つのセッションにまとめ，２２の

口頭発表セッションを A～Eの５会場において３日間

開催した。ポスター発表は初日と２日目の２日間で

行った。

発表申込を延長したことにより，プログラム編成お

よび要旨集作成の作業が逼迫する原因となった。例

年，発表申込の締切期日を延長しているので，今後の

改善が望まれる。また，発表要旨の電子投稿が Apple

コンピューターからできない事例が数件発生しお詫び

を申し上げる。今後，ウェブシステムにおいて種々の

コンピューターからの事前テストが必須である。

年会のウェブの管理は，国際文献社を通じて行わ

れ，LOC側は栗崎会員が対応した。講演申し込み，

講演要旨原稿の受付，クレジットカードによる事前参

加登録料および懇親会費の徴収を国際文献に委託した

が，実際はおびただしい数の問い合わせが LOCに

あった。クレジットカードが使えない人の事前登録に

ついては，登録情報を LOCにメールでお知らせ頂い

た上で，登録料を銀行振り込みしていただいた。ウェ

ブシステムの改善は可能な限り行った積りであるが，

来年度に向けてさらに改善が求められる。経費の節約

を期待して，講演要旨集の作成・印刷は LOCが行っ
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大会参加者数 正会員 非会員 学生会員 学生非会員 計
（含共催）

事前登録 １７８ １６ ６２ ５９
当日登録 ５５ ３０ １１ １６
計 ２３３ ４６ ７３ ７５ ４２７

会場 １１日 １２日 １３日

午前 午後 午前 午前 午後

A ３５ ８５ ５０ ５０ ６０

B １００ １００ ９０ ４０

C ７０ ５０ ５０ ３０ ４０

D ８０ ８０ ８０ ８０ ４０

E ４０ ５０ ５０ ４０ ６０

たが，国際文献社から移行された情報は汎用性に欠

け，索引編成に膨大な作業が必要となった。

９月９日は，学会に先立ち，市民講演会が開催され

た。石橋純一郎会員による『海底の恵みに囲まれてい

る日本』と奈良岡浩会員による『魅惑の化学空間，宇

宙』の講演があった。大学のHP掲載や高等学校理科

教育研究会を通じた宣伝を行ったが，経費的に新聞に

広告を掲載することができなかった。そのため，宣伝

効果が小さく，聴衆は３０名程度であった。ただし，参

加者は熱心であり，高校生から核心に迫る質問もあっ

た。

９月１０日，受付，口頭発表会場 A～E，ポスター会場

などの準備を学生に手伝ってもらい，無事に終えた。

ショートコースが別の会場で開催された。（ショート

コースについては，別に平田会員より報告。）

年会会期

初日の朝の受付が混乱して，かなりの数の方には，

仮受付をして，昼休み等に再度受け付けに来ていただ

くことになった。初日は五つの受付窓口を用意した

が，全体の３／４の参加者が３０分の間に手続きをするこ

とは想定していなかった。多くの参加者に不便をおか

けしたことをお詫びする。参加者数は以下の通りであ

る。

各セッションのコンビーナーの協力で，無事にセッ

ションが進行した。各会場のおおまかな参加者数は以

下の通りである。

ポスター会場には初日および二日目のコアタイム

中，常におおよそ１７０名が来場し，活発な議論が展開

された反面，かなり手狭となり，会場外にはみ出した

参加者も多数見受けられた。

初日にはさらに学会の将来計画委員会による夜間集

会が開催された。今年度は会場使用の制約もあり，す

べての会場で LOCからの飲食物の提供は行わなかっ

た。

二日目の午後は総会に続き受賞講演会があった。日

本地球化学会奨励賞受賞者のうち澁谷岳造会員（海洋

研究開発機構）に関しては日程の都合がつかず受賞講

演が行われなかったが，川口慎介会員（海洋研究開発

機構）と長島佳菜会員（海洋研究開発機構）の奨励賞

受賞講演および杉浦直治会員（東京大学）の学会賞受

賞講演が行われた。

二日目夕刻より九州大学中央食堂にて懇親会を催し

た。参加者は２２０名超（うち，正会員１３０名（事前受付

１１７名，当日受付１３名），学生会員４０名（事前３１名，当

日９名），非会員１４名（全て事前），学生非会員１２名

（全て事前），招待講演者２１名，など）。冒頭に吉村和

久大会委員長，そして荒殿誠九州大学理学研究院長の

挨拶をいただき，吉田尚弘日本地球化学会長に乾杯の

音頭をとっていただき開会した。歓談は２時間を越

え，次期大会 LOCの野尻幸宏会員の挨拶をいただ

き，無事に閉会となった。

三日目には，昼休み時間を利用して，次期大会 LOC

（実行委員長 野尻幸宏会員）メンバーとの情報交換

会を開催した。夕方には閉会式が行われ，若手発表賞

に選ばれた有賀大輔（広島大学），鄒韻（東京工業大

学），中田亮一（広島大学），中村淳路（大気海洋研究

所），橋口未奈子（北海道大学），向高新（東京工業大

学），横山由佳（広島大学）の７名の方に吉田会長よ

り賞状と副賞（学会マグカップ）が贈呈された。

会期中には１１社の企業展示が行われた。会場の都合

でポスター会場に併設することはできなかった。そこ

で，スタンプラリーを行うことで，来場者数を増やす

工夫を行った。

巡検は，参加者５名（うち学生３名）に担当者２名

（石橋・宮本）で，１３日の閉会式終了後から１４日にか

けて１泊２日の日程で実施した。「別府＝島原地溝帯

に見られる地球化学的現象」というテーマのもとで，

船小屋温泉，島原半島の火山性温泉，雲仙火山に関す

る展示施設などを見学した。１３日の夜には関連報文の

紹介と検討会，および懇親会を行った。参加人数が少

なかったため，レンタカーを借り上げ担当者が運転し

た。これにより交通費をほぼ LOC負担とし，参加者

負担分を￥１２，０００に押さえることができた。

今回の年会実行委員会は，赤木右，鮎沢潤，石橋純

一郎，宇都宮聡，岡崎隆司，北逸郎，北島富美雄，栗
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崎弘輔，下島公紀，杉原真司，奈良岡浩，平田岳史，

宮本知治，百島則幸，山内敬明，横山拓史，吉村和久

のメンバーで，プログラム，会場，受付，懇親会，企

業受付，会計，アルバイト，市民講演会，巡検などの

役割を重複しながら分担して運営した。

年会の開催に当たり，国立大学法人九州大学，日本

化学会，日本分析化学会，日本鉱物科学会，日本地質

学会には共催を，日本質量分析学会には協賛して頂い

た。また，多くの企業に展示及び広告掲載を通じて，

会の運営にご協力頂いた。さらに，学会の評議員には

セッションのコンビーナーとして年会の運営にご尽力

頂いた。お礼申し上げる。最後になりますが，年会に

参加された多数の方々に，大会を盛り上げていただ

き，成功裡に終えることができました。皆さんに深く

感謝いたします。

●２０１２年度日本地球化学会総会報告

庶務幹事 豊田 栄

（東京工業大学大学院総合理工学研究科）

日時：２０１２年９月１２日 １５時００分～１６時２５分

場所：九州大学箱崎キャンパス文系地区，大講義室

第５９回年会（九州大学箱崎キャンパス）期間中

に開催した。

１．開会宣言

２．議長選出

野尻幸宏会員（次期年会 LOC）が議長に選出さ

れた。

３．会長挨拶 吉田尚弘会長

４．大会委員長挨拶 吉村和久委員長

５．議事

１）２０１１年度事業報告および決算報告，監査報告

２０１１年度事業報告（豊田庶務幹事），決算報告

（南会計幹事），監査報告（清水監事）が行われ，

承認された。

２）２０１２年度事業中間報告および会計中間報告

２０１２年度事業（豊田庶務幹事），会計（南会計

幹事）について中間報告が行われた。

３）２０１３年度事業計画および予算案

２０１３年度事業計画案（豊田庶務幹事）および予

算案（南会計幹事）が提案され，承認された。

４）会則の改正について

吉田会長から会則８条および９条の改訂案（副

会長を２名とし，会長に事故あるときは協議の上

１名の副会長が会長の代理となる）について趣旨

説明があり，承認された。

５）ゴールドシュミット（Goldschmidt）２０１６国際

会議の日本開催について

吉田会長から経緯が説明された。前日に開催さ

れた夜間集会での議論に基づき会場候補地を①横

浜，②大阪，③神戸の順で絞り込んだこと，およ

び第４回評議員会において組織委員長に益田晴恵

会員が選任されたことが報告された。益田組織委

員長から挨拶があった。

６）各種報告

原田幹事が Goldschmidt 2012モントリオール

会議の報告と２０１３フィレンツェ会議の概要につい

ての紹介を行った。

６．会場からの意見，提案など

特になし

７．２０１２年度日本地球化学会賞，日本地球化学会奨励

賞授賞式

１）日本地球化学会奨励賞

川口慎介会員「還元性気体に注目した深海底環

境生態系に関する地球化学的研究」

２）日本地球化学会奨励賞

長島佳菜会員「石英結晶の物理的特性に基づく

風成塵供給源推定法の確立と古気候復元への応

用」

３）日本地球化学会奨励賞

澁谷岳造会員「地球史を通じた海底熱水系進化

に関する地質学的・地球化学的・実験的研究」

４）日本地球化学会賞

杉浦直治会員「初期太陽系の年代学・物質進化

に関する研究」

吉田会長から各賞受賞者に賞状とメダルが授与さ

れた。

８．閉会宣言
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正会員 一般
正会員

学生正会員
（除学生
パック）

学生
パック

シニア
正会員

賛助会員 名誉会員 計 在外会員

２０１０．１２．３１ ８９８ ７１７ ６４ ５５ ６２ ９ ９ ９１６ ３８

入会 ６１ ２４ ７ ３０ ０ ０ ０ ６１ １

退会・
ご逝去 －３０ －１８ －８ －３ －１ ０ ０ －３０ ０

会員
種別変更
（転入分）

－２ ０ ０ ０ －２ ０ －１ －３ ０

会員
種別変更
（転出分）

－３ １２ ６ －２１ ０ ０ ３ ０ －２

除名 －１１ －４ －６ ０ －１ ０ －１１ －２

２０１１．１２．３１ ９１３ ７３１ ６３ ６１ ５８ ９ １１ ９３３ ３５

正会員 一般
正会員

学生正会員
（除学生
パック）

学生
パック

シニア
正会員

賛助会員 名誉会員 計 在外会員

２０１１．１２．３１ ９１３ ７３１ ６３ ６１ ５８ ９ １１ ９３３ ３５

入会 ４７ １２ ９ ２６ ０ １ ０ ４８ ０

退会・
ご逝去 －１２ －７ －２ －２ －１ ０ ０ －１２ ０

会員
種別変更
（転入分）

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

会員
種別変更
（転出分）

０ ５ ２２ －２９ ２ ０ ０ ０ ０

除名 ４７ １２ ９ ２６ ０ １ ０ ４８ ０

２０１２．１２．３１ ９４８ ７４１ ９２ ５６ ５９ １０ １１ ９６９ ３５

２０１１年度事業報告

１．会員状況（２０１１年１月１日～１２月３１日）

２．年会，委員会等開催

日本地球惑星科学連合２０１１年大会（２０１１／５／２３～

２８，幕張メッセ国際会議場），Goldschmidt 2011

（２０１１／８／１３～１８，チェコ共和国，プラハ），年会

（２０１１／９／１４～１６，北海道大学），総会（２０１１／９／１５，

北海道大学），評議員会４回（２０１１／２／１２，６～８月

（電子メール審議），９／１３，９／１６），幹事会５回

（２０１１／２／５，５／２４，７／１６，９／３，１２／１８），GJ編集委

員会２回，地球化学編集委員会１回，学会賞等受賞

者選考委員会１回，鳥居基金選考委員会２回。

３．会誌発行

Geochemical Journal：Vol．４５（１～６）

地球化学：Vol．４５（１～４号）

４．ニュース発行

No．２０４（２０１１／３／２５），２０５（７／１０），２０６（８／

３１），２０７（１２／２５）（和文誌「地球化学」と合本）。

５．第６回 地球化学ショートコースの実施（２０１１／９

／１３）

６．日本地球化学会賞等の授与（学会賞１件，功労賞

１件，奨励賞３件）

７．GJ賞授与（Goldschmidt 2011会場にて）

８．名誉会員３名の推薦

９．鳥居基金助成

第１回：海外渡航１件，国内研究集会１件，第２

回：海外渡航１件

１０．学会などの共催，後援，協賛

・廃棄物資源循環学会「第１７回地下水・土壌汚染と

その防止対策に関する研究集会」（２０１１／６／１６～

１７）後援

・日本アイソトープ協会「第４８回アイソトープ・放

射線研究発表会」（２０１１／７／６～８）共催

・日本分析化学会・日本地球化学会・日本放射化学

会「放射能・放射線を正しく理解する～福島第一

原子力発電所事故に関連して～」共同講演会

（２０１１／７／９）

・Goldschmidt 2011（２０１１／８／１３～１８）共催

・日本質量分析学会「第５９回質量分析総合討論会」

（２０１１／９／１３～１５）共催

・日本粘土学会「第５５回粘土科学討論会」（２０１１／９／

１４～１６）共催

・日本原子力学会「原子力総合シンポジウム２０１１」

（２０１１／１０／１９）共催

・地熱学会「平成２３年学術講演会」（２０１１／１１／９～

１１）協賛

２０１２年度中間事業報告

１．会員状況（２０１２年１月１日～８月３１日）

２．年会，委員会などの開催

日本地球惑星科学連合２０１２年大会（２０１１／５／２０～

２５，幕張メッセ国際会議場），Goldschmidt 2012

（２０１２／６／２４～２９，カナダ，モントリオール），年会

（２０１２／９／１１～１３，九州大学），総会（２０１２／９／１２，

九州大学），評議員会４回（２０１２／２／１１，６～８月

（電子メール審議），９／１０，９／１１），幹事会３回

（２０１２／２／４，５／２０，９／１），GJ編集委員会１回，地

球化学編集委員会１回，学会賞等受賞者選考委員会

１回，鳥居基金選考委員会２回，名誉会員推薦委員

会０回，広報委員会４回。

３．会誌発行

Geochemical Journal：Vol．４６（１～４）

地球化学：Vol．４６（１～２号）

４．ニュース発行

No．２０８（２０１２／４／１６），２０９（２０１２／７／１６）（和文誌

「地球化学」と合本）。
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５．第７回 地球化学ショートコースの実施（２０１２／９

／１０）

６．日本地球化学会賞等の授与（学会賞１件，奨励賞

３件）

７．GJ賞の授与（Goldschmidt 2012会場にて）

８．鳥居基金助成

第１回：海外渡航１件，国内研究集会１件，第２

回：海外渡航１件

９．学会などの共催・後援・協賛

・第１８回地下水・土壌汚染とその防止対策に関する

研究集会（２０１２／６／１４～１５，地盤工学会，後援）

・第４９回アイソトープ・放射線研究発表会（２０１２／７

／９～１１，東大農学部，共催）

・第４０回可視化情報シンポジウム（２０１２／７／２４～２５，

工学院大学新宿キャンパス，協賛）

２０１２年度事業計画

１．年会：筑波大学（２０１３年９月第２週）

２．総会：筑波大学（年会期間中）

３．日本地球惑星科学連合２０１３年大会（５／１９～２４，幕

張メッセ国際会議場）

４．ゴールドシュミット２０１３（８／２５～３０，イタリア，

フィレンツェ）

５．評議員会４回（うち１回は電子メール審議）

６．幹事会４回

７．会誌発行

Geochemical Journal：Vol．４７（１～６）

地球化学：Vol．４７（１～４）

８．ニュース発行 No．２１２～２１５

９．日本地球化学会賞等の授与

１０．鳥居基金助成２回（１月，７月）

１１．学会などの共催・協賛

１２．役員選挙の実施
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２０１１年日本地球化学会決算報告（２０１１年１月１日～１２月３１日）

収入の部

科目 収入額（円） 予算額（円）

１．会費収入 ８，３４１，０００ ８，４９０，０００
（内訳）一般正会員 ７，０３０，０００ ７，０８０，０００

学生正会員 ５０７，５００ ５１１，５００
シニア正会員 ２９５，０００ ３１５，０００
賛助会員 ２４０，０００ ２２０，０００
海外会員 ２６８，５００ ３６３，５００

２．刊行物売上 ３，３５７，２４０ ４，１５５，９００
３．広告料 ６９０，０００ ５２０，０００

（内訳）地球化学 ４８０，０００ ４００，０００
会員名簿 ０ ０
ウェブ ２１０，０００ １２０，０００

４．出版助成 ２，９００，０００ ２，９００，０００
５．公開発表助成 ０ ０
８．雑収入 ４４９，２３９ ５０，０００
９．前年度名簿積立金 ０ ０
１０．前年度基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
１１．前年度繰越金 １４，０３４，８０８ １０，５８８，３９１

収入計 ３３，１７２，２８７ ３０，１０４，２９１
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支出の部

科目 支出額（円） 予算額（円）

１．事業費 １５，０５１，３３２ １４，８６０，０００
１．１ 出版費 １２，４４１，２６６ １１，７００，０００
１．１．１ 印刷費 １０，２０４，０８９ ９，５００，０００
１．１．２ 編集費 １，２９９，４０３ １，６５０，０００
１．１．３ 電子化経費 ２５２，０００ ５０，０００
１．１．４ 発送費 ６８５，７７４ ５００，０００

１．２ 行事費 ４７１，０４０ ６００，０００
１．３ 公開発表助成 ０ ０
１．４ 学会賞経費 ７８，４９８ ８０，０００
１．５ 委員会活動費 １１６，２００ ３００，０００
１．６ 名簿積立金 １５０，０００ １５０，０００
１．７ 名簿作成費 ０ ０
１．８ 会員業務委託費 １，７７５，７６３ ２，０００，０００
１．９ 会員業務郵税 １８，５６５ ３０，０００

２．管理費 １，０９２，９１４ １，７１０，０００
２．１ 庶務費 ０ １５０，０００
２．２ 会議費 ０ ５０，０００
２．３ 通信費 ０ １０，０００
２．４ 旅費 ３６５，７００ ７００，０００
２．５ 選挙費 ８５，１５０ １００，０００
２．６ 会計費 ０ ５０，０００
２．７ 雑費 ７，４５５ ５０，０００
２．８ ホームページ費用 ４０１，１００ ４００，０００
２．９ 雑誌保管費 ２３３，５０９ ２００，０００

３．予備費 ０ ４００，０００
４．基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
７．次年度繰越金 １３，６２８，０４１ ９，７３４，２９１

支出計 ３３，１７２，２８７ ３０，１０４，２９１

１．１．出版費明細

事項 英文誌 和文誌 ニュース その他 支出計

１．１．１ 印刷 ７，４３７，８６４ ２，７６６，２２５ ← ０ １０，２０４，０８９
１．１．２ 編集 １，１００，０００ １９９，４０３ ０ ０ １，２９９，４０３
１．１．３ 電子化 ２５２，０００ ０ ０ ０ ２５２，０００
１．１．４ 発送 ６８５，７７４ ← ← ０ ６８５，７７４

出版費計 ９，４７５，６３８ ２，９６５，６２８ ０ ０ １２，４４１，２６６

英文誌：Geochemical Journal：Vol．４４，No．１～６。
和文誌：地球化学：Vol．４４，１～４号（ニュース No．２００～２０３を合本発行）。
ニュース印刷費は和文誌に含まれる。
和文誌４号は，全て英文誌と同時発送し，発送費は英文誌に含まれる。
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貸借対照表（２０１１年１２月３１日現在）

２０１１年度鳥居基金決算報告（２０１１年１月１日～１２月３１日）

２０１１年度ゴールドシュミット国際会議基金決算報告（２０１１年１月１日～１２月３１日）

資産の部

現金 ３，７３５
普通預金（会計） ３，２９９，５０８
普通貯金 １１，１９８，２０２
国際文献印刷 郵便振替 ３，９４７，９４０
国際文献印刷 みずほ銀行 ８８５，６５６

計 １９，３３５，０４１

負債・正味財産の部

前受会費 ２，３０７，０００
基本財産充当引当金 ３，４００，０００
正味財産（繰越金） １３，６２８，０４１

計 １９，３３５，０４１

収入の部

科目 金額（円）

１．前年度繰越金 ２，５０５，１１１
２．普通貯金利子 １，１６２
３．その他 ０

収入計 ２，５０６，２７３

支出の部

科目 金額（円）

１．助成 ３００，０００
内訳 助成１００，０００円３件

２．その他 ２，５２０
３．次年度繰越金 ２，２０３，７５３

支出計 ２，５０６，２７３

資産状況

科目 金額（円）

普通貯金 ２，２０３，７５３
定額貯金 ０

資産計 ２，２０３，７５３

収入の部

科目 金額（円） 備考

１．前年度繰越金 １，８８３，３７８
２．その他 ３００，０００ 立正大 LOCより

収入計 ２，１８３，３７８

支出の部

科目 金額（円）

１．Goldschmidt 2010共催金 ０
２．その他 ０

３．次年度繰越金 ２，１８３，３７８

支出計 ２，１８３，３７８
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２０１２年度日本地球化学会中間決算（２０１２年１月１日～７月３１日）

収入の部

科目 収入額（円） 予算額（円）

１．会費収入 ７，３６３，０００ ８，５０５，０００
（内訳）一般正会員 ６，２６０，０００ ７，１２０，０００

学生正会員 ２３０，０００ ３６０，０００
学生正会員（修士パック） １６８，０００ １７１，５００
シニア正会員 ２８５，０００ ３１５，０００
賛助会員 １８０，０００ １８０，０００
海外会員 ２４０，０００ ３５８，５００

２．刊行物売上 ０ ３，７７１，３６０
３．広告料 ７０，０００ ６００，０００

（内訳）地球化学 ０ ４８０，０００
会員名簿 ０ ０
ウェブ ７０，０００ １２０，０００

４．出版助成 ２，７００，０００ ２，７００，０００
５．成果公開助成 ０ ０
６．雑収入 ３００，１５７ ５０，０００
７．前年度名簿積立金 ０ ０
８．前年度基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
９．前年度繰越金 １３，６２８，０４１ ９，７３４，２９１

収入計 ２７，４６１，１９８ ２８，７６０，６５１
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支出の部

科目 支出額（円） 予算額（円）

１．事業費 ６，１５４，９８２ １４，７１２，０００
１．１ 出版費 ３，９６１，５７６ １１，６５２，０００
１．１．１ 印刷費 ２，３３８，７０７ ９，５００，０００
１．１．２ 編集費 １，３００，０００ １，４００，０００
１．１．３ 電子化経費 ０ ２５２，０００
１．１．４ 発送費 ３２２，８６９ ５００，０００

１．２ 行事費 ６０２，６３０ ６００，０００
１．３ 公開発表 ０ ０
１．４ 学会賞経費 ３５，５８５ ８０，０００
１．５ 委員会活動費 ６４，４００ ２００，０００
１．６ 広報委員会経費 １５０，０００ １５０，０００
１．７ 名簿作成費 ０ ０
１．８ 会員業務委託費 １，３３０，４２１ ２，０００，０００
１．９ 会員業務郵税 １０，３７０ ３０，０００

２．管理費 ９４２，０１４ １，４６０，０００
２．１ 庶務費 １００，０００ １００，０００
２．２ 会議費 ０ ５０，０００
２．３ 通信費 ０ １０，０００
２．４ 旅費 ６２６，２００ ６００，０００
２．５ 選挙費 ０ ０
２．６ 会計費 ０ ５０，０００
２．７ 雑費 １２，５１４ ５０，０００
２．８ ホームページ費用 １００，８００ ４００，０００
２．９ 雑誌保管費 １０２，５００ ２００，０００

３．予備費 １６９，２００ ４００，０００
４．基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
５．次年度繰越金 ０ ８，７８８，６５１

支出計 １０，６６６，１９６ ２８，７６０，６５１
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２０１３年度日本地球化学会予算（２０１３年１月１日～１２月３１日）

収入の部

科目 ２０１３年予算額（円） ２０１２年予算額（円）

１．会費収入 ８，１１７，０００ ８，５０５，０００
１．１ 一般正会員 ６，７２６，０００ ７，１２０，０００
１．２．１ 学生正会員 ４１８，０００ ３６０，０００
１．２．２ 学生正会員（修士パック） １６０，０００ １７１，５００
１．３ シニア正会員 ２８０，０００ ３１５，０００
１．４ 賛助会員 ２００，０００ １８０，０００
１．５ 在外会員 ３３３，０００ ３５８，５００

２．刊行物売上 ０ ３，７７１，３６０
３．広告料 ６００，０００ ６００，０００

３．１ 地球化学 ４８０，０００ ４８０，０００
３．２ 会員名簿 ０ ０
３．３ ウェブ １２０，０００ １２０，０００

４．出版助成 ０ ２，７００，０００
５．成果公開助成 ０ ０
６．雑収入 ５０，０００ ５０，０００
７．前年度名簿積立金 ０ ０
８．前年度基本財産充当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
９．前年度繰越金 ８，７８８，６５１ ９，７３４，２９１

収入合計 ２０，９５５，６５１ ２８，７６０，６５１
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支出の部

科目 ２０１３年予算額（円） ２０１２年予算額（円）

１．事業費小計 ８，９５２，０００ １４，７１２，０００
１．１ 出版費 ６，１０２，０００ １１，６５２，０００
１．１．１ 印刷費 ３，６００，０００ ９，５００，０００

（GJ） １，１００，０００ ７，０００，０００
（地化） ２，５００，０００ ２，５００，０００

１．１．２ 編集費 １，３５０，０００ １，４００，０００
（GJ） １，１００，０００ １，１００，０００
（地化） ２００，０００ ２００，０００
（ニュース／HP） ５０，０００ １００，０００

１．１．３ 電子化経費 ７５２，０００ ２５２，０００
１．１．４ 発送費 ４００，０００ ５００，０００

１．２ 行事費 ６００，０００ ６００，０００
１．４ 学会賞経費 ８０，０００ ８０，０００
１．５ 委員会活動費 ２００，０００ ２００，０００
１．６ 広報委員会経費 １５０，０００ １５０，０００
１．８ 会員業務委託費 １，８００，０００ ２，０００，０００
１．９ 会員業務郵税 ２０，０００ ３０，０００

２．管理費小計 １，６４０，０００ １，４６０，０００
２．１ 庶務費 １００，０００ １００，０００
２．２ 会議費 ３０，０００ ５０，０００
２．３ 通信費 １０，０００ １０，０００
２．４ 旅費 ６００，０００ ６００，０００
２．６ 会計費 ５０，０００ ５０，０００
２．７ 雑費 ５０，０００ ５０，０００
２．８ ホームページ費用 ６００，０００ ４００，０００
２．９ 雑誌保管費 ２００，０００ ２００，０００

３．予備費 ４００，０００ ４００，０００
４．基本財産引当金 ３，４００，０００ ３，４００，０００
５．次年度繰越金 ６，５６３，６５１ ８，７８８，６５１

支出計 ２０，９５５，６５１ ２８，７６０，６５１

実収入 ８，７６７，０００ １５，６２６，３６０

実支出 １０，９９２，０００ １６，５７２，０００

差引 －２，２２５，０００ －９４５，６４０

だだし，実収入：収入計から繰越金，基本財産引当金，名簿積立金を除いたもの。
実支出：支出計から繰越金，基本財産引当金，名簿積立金を除いたもの。
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学会からのお知らせ

●学会賞など受賞候補者推薦の募集

「柴田賞・学会賞・奨励賞・功労賞」

２０１３年度受賞候補者推薦の募集

日本地球化学規定により，柴田賞・学会賞・奨励

賞・功労賞受賞候補者の推薦を募集いたします。つき

ましては，下記をご参照の上，会員各位のご関係で適

当と思われる受賞候補者を，自薦他薦を問わずご推薦

下さいますようお願いいたします。

候補者の資格：

（柴田賞）地球化学の発展に関し，学術上顕著な功績

のあった者。

（学会賞）地球化学の分野で特に優秀な業績を収めた

本会会員。

（奨励賞）地球化学の進歩に寄与するすぐれた研究を

なし，なお将来の発展を期待しうる本会会

員。受賞者の年齢は，２０１３年４月１日にお

いて満３５歳未満である（誕生日が１９７８年４

月２日以降である）ことを要する。

（功労賞）我が国の地球化学あるいは本会の発展に関

し寄与のあった者，または団体。

募集の方法：本会会員の推薦による。

推薦の方法：所定用紙に記載し，２０１３年１月３１日�ま
でに庶務幹事へ提出する（消印有効）。

提出先：豊田 栄（庶務幹事）

〒２２６―８５０２ 横浜市緑区長津田町４２５９

mailbox G１―２６

東京工業大学大学院総合理工学研究科

環境理工学創造専攻

Phone：０４５―９２４―５５５９，Fax：０４５―９２４―５５５９

E-mail: affairs @ geochem.jp

推薦の書式は，学会ホームページからダウンロード

できます。

http://www.geochem.jp/prize/index.html

同様の書式をワープロ等で作成していただいても結

構です。

この件についてのお問い合わせは，本会庶務担当幹

事（上記）までお願いします。

●２０１３年度第１回鳥居基金助成の募集

２０１３年度第１回鳥居基金助成の応募の締め切りは，

２０１３年１月３１日（消印有効）となります。本学会ホー

ムページに応募要項がありますので，ご参照の上，応

募書類を提出して下さい。なお今回の助成の対象は，

２０１３年４月から２０１４年３月までの１年間に実施される

海外渡航及び国内研究集会となりますのでご注意下さ

い。

http://www.geochem.jp/prize/torii.html

申請手続

応募者は，学会ホームページからダウンロードした

申請書（（１）－Aまたは（１）－B）を所定の期日までに

下記に提出して下さい。参考となる資料（海外派遣に

ついては業績リストおよび学会参加の場合は学会概要

等，国内研究集会については集会の案内・概要等）を

添付してください。なお，海外渡航により国際学会等

での研究発表を行う場合は，申請書の「研究の概要・

経費の支援を必要とする理由」欄に，渡航にあたって

の抱負や発表する論文の内容・重要性，なぜ鳥居基金

の補助を必要とするかについて記載して下さい（２０１２

年度から様式が改訂されていますのでご注意くださ

い）。また，海外派遣に関しては，他の研究助成金と

の重複受給は認められておりませんので，ご注意下さ

い。

提出先：豊田 栄（庶務幹事）

〒２２６―８５０２ 横浜市緑区長津田町４２５９

mailbox G１―２６

東京工業大学大学院総合理工学研究科

化学環境学専攻

Phone：０４５―９２４―５５５９，Fax：０４５―９２４―５５５９

E-mail: affairs @ geochem.jp

評議員会議事録

●２０１２年第２回日本地球化学会評議員会議事録

２０１２年６月～８月に電子メール会議として開催し

た。ただし，第１回評議員会以降，６月までに電子

メールで審議された緊急案件も含む。カッコ内は審議

期間。
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１．審議事項

１．１．２０１１年度 GJ論文賞授賞者決定（３／２２～２３）

岩森選考委員長から選考委員会にて審議した結果

以下の論文を選定したとの報告があり，承認され

た。Saeko Fujiwara, Koshi Yamamoto and Koichi

Mimura, “Dissolution processes of elements from

subductingsediments into fluids: Evidence from

the chemical composition of the Sanbagawapolitic

schists”, GeochemicalJournal, Vol. 45, pp. 221 to

234

１．２．原子力シンポジウム共催について（５／１１～１７）

共催分担金（５，０００円）の支出について了承され

た。運営委員は松尾基之会員に依頼。

１．３．年会セッションについて（５／１３～１８）

平田企画幹事から「学会基盤セッション」（評議

員が中心となりとりまとめたもの）が１７，「特別

セッション」（一般公募したもの）が６，計２３セッ

ションが提案されたとの報告があり，１セッション

の軽微な名称変更の後，了承された。

１．４．日本地球惑星科学連合（JpGU）大気海洋・環

境科学セクションの名称変更について（５／２８～３０）

JpGUから会長宛に意見照会のあった，大気海

洋・環境科学セクションの名称変更案「大気海洋陸

水・環境科学セクション」について了承された。

１．５．Goldschmidt国際会議（GC）日本開催につい

て（６／１～５）

会長から米国 Geochemical Society（GS）から

２０１６年の GC日本開催について打診があったとの報

告があった。開催を可とし，検討を開始する GC開

催検討 TFメンバー（吉田会長，平田・益田・佐野

評議員，鈴木勝彦・上野雄一郎会員の計６名）が承

認された。開催時期については６～９月に意見が集

約されたが，開催場所については様々な意見が出さ

れた。

１．６．JpGU科研費成果公開促進費対応臨時委員会に

ついて（６／１～４）

欧文誌出版助成に関わる科研費制度が来年度から

大幅改訂される予定で，JpGUとの連携が必要に

なった。JpGUがこれに関する幹事会を設置するこ

とになり，本会からの委員派遣について打診があっ

た。幹事会と出版WGでの検討に基づき以下の提

案が会長から出され，承認された。

１．今回，最初の段階で JpGU幹事会に新たに本

会会員に参加いただくことを申し出ない。

２．JpGU副会長でもある川幡評議員には，引き続

き，情報収集と会長・幹事会・評議員会へのレベ

ルに応じた情報提供をお願いし，本会会員として

の発言も必要があればしていただく。

３．JpGUが立ち上げる新 Journalの Editorial

board memberとしては，例えば，小嶋会員ある

いは同等な方を入れていただくようにする。

４．いずれ（かなり早い段階かもしれないが，）横

串としての Journalの存在についての議論に入

ろうとする段階では，幹事会に本会会員を新たに

加えるよう提案する。

１．７．副会長複数制について（６／６～１６）

副会長複数制について，学会組織改革タスク

フォース（TF）での議論に基づく以下の提案趣旨

と会則改正案が審議された。副会長複数制について

は承認されたが，２名の副会長の役割分担について

慎重な検討が必要だとする意見が出された。

趣旨：

少子高齢化で会員数減少が一般的となる難しい社

会情勢のなか，国内的にも，国際的にも本会を取り

巻く環境の変化に対応して，本会の活動の戦略的な

運営が求められている。会員数の維持・拡大や年会

の正常発展，雑誌出版，財政など，以前に増して，

学会内で緊急に意思決定すべきことが多くなってき

ている。国内においては，連合および他学会・研

究会，出版社との関係など，重要で遅滞のない，

かじ取りが要求される。一方，国際的にも，

Goldschmidt Conference（GC）の運営や，GSや

EAG，および中国を初めとしたアジア・オセアニ

アとの関係強化など国際連携の必要性が強くなって

きている。

これまでの副会長１名の体制を改正し，副会長

（国際対応）と副会長（国内対応）の２名体制と

し，会長への集約を密に行うことで，会務の円滑な

運営とともに，中長期的な継続性が強化されると期

待される。

１．８．JpGUのパートナーシップ・ジャーナルへの合

流について（６／７～１４）

１．６の審議事項に関連して，今後，GJと JpGU

のジャーナルとの連携は強まることが予想される。

そこで，一昨年，JpGU事務局から提案のあった

「パートナーシップ・ジャーナル」に合流し，

JpGUの広報活動を通じて国内外で Geochemical

Journalを宣伝してもらうという案が折橋評議員か
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ら出され，承認された。なお，本会が負う義務は

GJ表紙に JpGUロゴを入れることである。

１．９．学会賞等授賞者について（６／８～１５）

学会賞１件，奨励賞３件，功労賞１件の推薦に対

して選考委員会にて審議した結果，学会賞に杉浦直

治会員，奨励賞に川口慎介会員，長島佳奈会員，澁

谷岳造会員をそれぞれ選定した旨，岩森選考委員長

から報告され，承認された。

１．１０．GCタスクフォース（TF）に対する要望等に

ついて（７／２６）

GC-TFの第１回会合（７月２０日�）の議事録お
よび日本政府観光局より入手した会場候補比較表が

会長より提示されたが，TFに対する要望は特に出

されなかった。

１．１１．和文誌新表紙について（８／１５）

高橋編集長より，次回評議員会の議案として，GJ

の表紙変更を受けた「地球化学」の表紙改訂が提案

され，素案について意見照会があった。

２．報告事項等

２．１．会長

２．１．１．日本地球化学会と中国鉱物岩石地球化学会間

研究交流のMOU（覚書）締結（７／２６）

８年ほど前から懸案であり，昨年の総会でご了承

いただいた表記MOUの調印式を７月１６日に北京

で行いましたことをご報告申し上げます。本会HP

の写真にあるように厳かに，かつ和やかに行われま

した。本会からは海老原前会長，張富山大教授と吉

田が，中国側からは劉中国鉱物岩石地球化学学会会

長と１０数名の幹部の先生方が参加されました。日程

調整の関係で延びておりましたが本年１月１日に

遡って締結されました。調印式後，双方の学会紹

介，ここに至る経緯が披露されたのち，今後の交流

について意見交換をしてまいりました。その折に，

先日のニュースでご報告した GC 2016に関するこ

れまでの情報交換と，今後の協力関係についても建

設的な意見交換をしてまいりました。大変一般的な

MOUですので，会員の皆様の活動がこのMOUの

もとさらに広がることを期待したいと存じます。

２．１．２．学会からのお知らせ「大震災関連」（９）

Geochemical Journal特集号 Fukushima Re-

viewが全文オープンアクセスで公表されました。

昨年３月の福島第一原子力発電所の事故に起因する

放射性物質の放出と拡散が問題となっています。本

会および本会会員は初期から活動を展開して来まし

た。その中で，昨年８月にプラハで行われた

Goldschmidt国 際 会 議 に お い て，本 会 は

Fukushima Reviewという特別セッションを国際

的に共催し，昨年９月に札幌で開催された年会にお

いて，災害による環境汚染および復興の地球化学と

いう特別セッションを年会と共催しました。

これらの機会にご講演いただいた演者の方々を中

心に，海老原充会員，吉田尚弘会員，高橋嘉夫会員

を Guest editorとして GJ誌に Fukushima Re-

viewという特集号を企画し，投稿を呼びかけ，

Preface１編と原著論文１２編，およびすでに出版さ

れているが関連する Noteと E-letter各１編を加え

て，ウェブ http://www.terrapub.co.jp/journals/GJ/

FukushimaReview.html上で，全文オープンアク

セスで公表されました。関連する論文ということも

あり特集号内論文でも，また他誌ではありますがほ

ぼ同時に公表された Perspective, Reviewなどとも

相互引用をすることで内容を深め，周知が図られま

した。ご投稿いただいた著者の方々，Guest editor,

Editorの皆様に深く感謝いたします。それととも

に会員の皆様にも広くお読みいただければ幸いで

す。まだ現在進行形の災害でもあり，今後もこのよ

うな研究とその公表の場が持たれると思います。そ

の一歩となれば幸甚に存じます。

２．２．庶務（豊田幹事）

２．２．１．第１回鳥居基金の選考結果

・６件の応募者（うち１件は３月１６日に取り下げ）

の中から尾崎和海会員（第２２回ゴールドシュミッ

ト会議での研究発表，カナダ）および安田早希会

員（２０１２年度日本地球化学若手シンポジウム）が

採択された。

２．２．２．GJ賞授賞式準備

・会長から OC委員長およびプログラム委員長に対

して受賞講演の可能性を打診していたところ，初

めて認められ，受賞講演の機会を与えられた。受

賞者に打診したところ辞退されたので，結果とし

て受賞講演は行われないこととなった。次回以

降，引き続きこのような機会をもてるよう努力し

たい。

・盾（筆頭著者）は清田工芸に，賞状（著者全員）

は東陽印刷に発注した。なお，今年から GJの表

紙デザインが更新されたことから，盾および賞状

に記されるロゴについて検討した。GJの新ロゴ
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はデザインが複雑で盾の金属製銘板には不向きと

考えられたため，学会ロゴを使用することとし

た。

２．２．３．協賛，共催，後援

・国際火山学地球内部化学協会２０１３年学術総会

（IAVCEI 2013 Scientific Assembly，２０１３年７

月２０～２４日，日本火山学会主催，鹿児島市，後

援）

・第４０回可視化情報シンポジウム（７月２４～２５日，

工学院大学新宿キャンパス，協賛）

・原子力総合シンポジウム２０１２（１０月，共催）

２．２．４．各種表彰の推薦

・第９回日本学術振興会賞 候補者の推薦受付（２

月２８日メールニュース配信），３月３１日の庶務幹

事宛締切までに応募はなかった。

・第３回日本学術振興会育志賞候補者の推薦受付

（３月２２日メールニュース配信，５月３１日庶務幹

事宛締切）現在応募ゼロ

２．２．５．年会準備関係

・H２４科研費「研究成果公開促進費」（一般向け講

演会用に昨年度申請）は不採択。所見「企画の意

義は理解できるが，ここに示されたいくつかの独

立なテーマの単なる講演会のみでは，主に高校生

を対象とした企画としては，啓蒙の効果にやや疑

問が残る。」

・共催依頼：日本化学会，日本分析化学会，日本鉱

物科学会，質量分析学会（相手側の要望により協

賛とする），日本地質学会

２．２．６．２０１２年第２回幹事会（５月２０日� １２：００～

１７：０５，東工大大岡山キャンパス）

出席者：吉田会長，山本副会長，圦本・GJ編集

委員長，高橋・和文誌編集委員長，下

田，原田，平田，南，豊田の各幹事

第２回評議員会の議案整理を行った。

２．２．７．GJ科研費（研究成果公開促進費）

・昨年度状況報告書，実績報告書提出（三澤前幹

事）

・競争入札（３／２９実施，テラパブが落札）

・今年度交付申請書提出（５／１１）

・日本地球惑星科学連合（JpGU）「学術情報発信

緊急説明会」（２月１７日� １５：００～１６：００，東

京大学理学部，折橋評議員が出席）

・JpGU第１回科研費成果公開促進費対応臨時委員

会（３月１５日� １１：００～１２：３０，東京大学理学

部，庶務幹事が出席）

・文科省および JSPSによる，研究成果公開促進費

「学術定期刊行物」の改正に関する説明会（５月

１６日� １４：００～１５：３０，スクワール麹町，庶務

幹事が出席）

２．３．広報（原田幹事）

２．３．１．講師派遣事業

２０１２年５月現在の派遣講師登録は１９名，２０１２年は

５件の派遣実績（上尾市立西中学校（瀧上豊会

員），市立土佐女子中学高等学校（板井啓明会員），

北陸電力エネルギー科学館（橘省吾会員），大分市

立滝尾中学校（川本竜彦会員），広尾学園中学校高

等学校（丸岡照幸会員））

２．３．２．連合大会，Goldschmidt 2012でのブース出展

学会の新パンフレット，GJ express letterのち

らし改訂版，学会誌バックナンバー等の展示，ノベ

ルティ（ボールペン）配布，会員著書販売等を行っ

た。

２．４．企画（平田幹事）

２．４．１．日本地球惑星科学連合大会（５月２０～２５日，

幕張メッセ）

地球化学会が活動支援してきた「固体地球化学・

惑星化学」（固体地球化学セッション：コンビーナ

下田，鈴木（勝），山下会員）に加え，今年から「地

球化学の最前線」（領域外・複数領域セッション：

コンビーナ高橋，平田，角皆，鍵，鈴木，横山

（祐），横山（哲），小畑，橘会員）が立ち上げられ

た。

２．４．２．２０１２年ゴールドシュミット国際会議（２０１２年

６月２４～２９日，カナダ・モントリオール）

地球化学会として協賛金（３０００ドル）を支援。日

本地球化学会会員は登録費が１００ドル割引。

２．４．３．第５９回年会（２０１２年９月１１～１３日，九州大学

箱崎地区文系キャンパスおよび大学院理学研究院）

実行委員長は吉村和久会員。「学会基盤セッショ

ン」（評議員が中心となりとりまとめたもの）が

１７，「特別セッション」（一般公募したもの）が６，

計２３セッションが提案された。６月中旬から講演申

し込みを開始，７月中旬にプログラム委員会を開催

する予定。今年も学生賞を開設し，最終日にクロー

ジング・セレモニーを開催し学生に発表賞を授与す

る。学生賞の選考方式については，現在，評議員の

間で議論を進めている。年会に合わせて一般市民講

座を開催予定（内容は未定だが宇宙関係，資源探査
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会員種別 人数 契約口数 GJ冊子希望 不要

一般正会員 ７３２ ３０６ ４２６
学生正会員
うち，学生パック

１２９
（３９）

７０
（１９）

５９
（２０）

シニア正会員 ５８ ３１ ２７
賛助会員 １０ １０ ９ １
名誉会員 １１ ６ ５

合計 ９４０ ４２２ ５１８
（寄贈） １７
（GJ発送総数） ４３９

関係を予定）。H２４研究成果公開促進費は不採択で

あった。年会前日（９月１０日）にショートコースを

開催予定。５つの講演が確定。HPを開設し，６月

から参加申し込みを開始予定。

２．５．会員（下田幹事）

２月から４月までの会勢は以下の通り。

日本地球化学会会員数（２０１２年４月３０日）

会員異動（２０１２／２／１～２０１２／４／３０）

【入会】

（２月）

会員番号 会員名 会員種別

９２８２６７６ 淵田茂司 学生パック

９２８２７８８ 春田泰宏 学生パック

９２８２７９１ 高木悠花 学生パック

９２８２７９４ 丸井敦尚 一般正会員

９２８２７９７ 下條将徳 学生パック

（３月）

９２８２７９０ 木本 洋 学生正会員

９２８２７９５ 申ギチョル 一般正会員

（４月）

９２８２７９６ 野津太一 学生パック

９２８２７９９ 野口直樹 一般正会員

９２８２８０１ 石田大也 学生パック

【退会】

（２月）

会員番号 会員名 会員種別

６２８０５９４ 高江洲 瑩 シニア正会員

８２８０１３６ 池田耕三 一般正会員

９２８２６５９ 河野麻希子 学生正会員

（３月） なし

（４月） なし

【会員種別変更】

（２月） なし

（３月）

８２８０４３７ 大森 保 一般正会員 シニア正会員

（４月）

９２８２４８７ 鈴木和博 学生正会員 一般正会員

９２８２６９４ 尾崎和海 学生正会員 一般正会員

９２８２７０１ 村井彰宏 学生正会員 一般正会員

９２８２７０５ 高田理恵 学生正会員 一般正会員

２．６．GJ（圦本編集委員長）

２．６．１．発行・編集状況（５月２０日現在）

２０１２年 vol．４６，No．１，２は２，５月にそれぞれ発

行された。４月３０日現在の投稿数は６０報，うち受理

３，却下１３，審査中４４となっている。特集号は，

２０１１年ゴールドシュミット会議「Fukushima Re-

view」および第５８回年会「災害による環境汚染お

よび復興の地球化学」に基づく特集号（首都大・海

老原，東工大・吉田，広大・高橋の各会員），第５７

回年会「南太平洋―パタゴニア地域の地球化学総合

研究」に基づく特集号（東大・折橋会員），第５８回

年会「水圏環境地球化学―佐竹洋先生記念シンポジ

ウム」に基づく特集号（富山大・張会員）がそれぞ

れ担当者により編集中。

２．６．２．その他

地球化学会とテラ出版の GJホームページが今期

版に改訂された。Free Recent Papers Selected by

Editorial Boardに１号から１編ずつ追加すること

をテラと約束，選考は編集長と副編集長で行う。

ゴールドシュミット会議のセッションに基づく特集

号の掲載論文を発行次第，GJホームページ上でフ

リーアクセスとすることをテラと約束，初回は

「Fukushima Review」の特集号となる。本年の

ゴールドシュミット会議のコンビーナーの方は是非

検討をお願いしたい。該当がない年は，この枠をそ

の他の国際会議特集号に代えることをテラと交渉し

たいので積極的に特集号編集の検討をお願いした

い。投稿数に対する編集委員不足から AEの補充を

検討中。GJ秘書経費（６０万円，手数料４７２円）を

執行した（２０１２年２月７日）。

２．７．和文誌「地球化学」（高橋編集委員長）

２．７．１．記事掲載予定

【２０１２年 Vol．４６，No．２】「特集：東日本大震災

から１年」，特別寄稿：海老原充，福島第一原子力
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発電所事故に対する地球化学会の取り組み（済），

総説：加藤愛太郎，２０１１年東北地方太平洋沖地震の

特徴について（済），総説：鶴田治雄，放射性核種

の挙動（遅れている），企画総説「地球化学の最前

線」：高野淑識，力石嘉人，大河内直彦，分子内同

位体比で観る海底下のアーキアの生態：エーテル脂

質分子内のサルベージ経路と新生経路を例にして

（済），博士論文抄録：内藤裕一，骨コラーゲン構

成アミノ酸の窒素同位体比を用いた先史日本人集団

の食性復元（済），シュバシシュ クンドゥ，海洋

エアロゾルおよびバイオマス燃焼エアロゾル中のジ

カルボン酸，ケトカルボン酸，α―ジカルボニルの

分布とエアロゾル窒素・炭素の安定同位体組成に関

する大気化学的研究（済），鈴木和博，海山型石灰

岩体の Sr同位体組成に関する研究―浜名湖西方地

域秩父帯石灰岩体を例として―（済），朝比奈健

太，地球環境変動解析の基盤となるクロロフィルの

続成変化の解明（済）

２．７．２．現在の投稿状況

投稿論文：原著論文１件，総説１件，その他：受

賞記念論文１件，博士論文抄録１件

２．７．３．特集号「地殻流体」（No．４）：総説６件予定

（３件投稿済）

執筆予定者：石川剛，岡本和明，加藤愛太郎，西

尾嘉朗，平賀岳彦，藤永公一郎・加藤泰浩，山本順

司

（庶務幹事・豊田 栄）

研究集会報告とお知らせ

●２０１１年度第２回鳥居基金助成実施報告書（TE‐７１）

氏名（所属）：岨 康輝（北海道大学大学院・理学院・

博士後期課程）

助成：海外渡航（オーストラリア）

課題：12th International Coral Reef Symposiumへ

の参加

この度は鳥居基金の御助成を受けて参加および発表

をした，国際会議の報告をさせていただきます。

私の研究分野は，気候変動に対するサンゴの成長応

答を，サンゴ年輪を用いて海洋環境情報と石灰化量変

遷という形で定量的に明らかにする研究で，地球化学

（古環境）分野と生態学の融合領域に属します。私は

「No sympathetic temporal trends of temperate

coral calcification rate」と題し，温帯（生息北限域）

サンゴの経年成長に与える環境因子は海水温や pHだ

けではないこと，今後の地球環境変動に伴うサンゴの

石灰化量変遷予測をするには，温帯（北限）域では日

射や海水の透明度などの考慮も必要なのではないかと

の問題提起を，ポスターで発表をしました。

今回発表させていただいた学会は，国際サンゴ礁シ

ンポジウム２０１２（ICRS: International Coral Reef

Symposium）といい，２０１２年７月８日夜から１３日夕

方までオーストラリア東海岸にあるケアンズの Con-

vention centerで開催されました。ICRSは世界最大

規模のサンゴ礁研究の学会です。本学会員の皆様に

とっての Goldschmidt国際会議，のような会議規模

を想像していただければと思います。ただし ICRSは

ゴールドシュミット会議とは違い，１９８８年以降は４年

に１度しか開催されず，折しもオリンピック開催年に

当たっています。そのため本年度は，サンゴ礁研究者

はロンドンではなく，ケアンズに全員集合，というこ

とになりました。

ICRS２０１２の出席者は約８０ヶ国から約２０００人を越え

たことが公式に発表されました。発表は，２２のシンポ

ジウムテーマの中から更に７２のミニシンポジウムに分

かれ，朝９時から夕方６時まで絶え間なく行われまし

た。毎朝と昼には plenaryの発表が挟まれ，刺激的

なものとなりました。また期間中は，学会からバイキ

ング形式の豊富な飲み物や食べ物が昼食や coffee

breakで提供されました。そのため出席者は発表への

出席に集中することができました。

私の発表分野について報告させていただきます。ポ

スター発表は全シンポジウムテーマで２３６件に達した

発表風景
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ことが公式に発表されました。私は「Ocean acidifica-

tion」セッションの「Growth records in coral cores」

ミニシンポジウムでポスター発表を行わせていただき

ました。ポスター発表は学会初日の１時間３０分だけで

したが，アイスブレークも兼ねており，飲み物などが

配られ，ほどよい緊張感の中で議論ができました。

自分の研究分野以外にも，大変興味深い研究を多く

拝聴いたしました。もちろん研究発表だけではなく，

旧知の海外研究者との親交を深めるとともに，本分野

の若手研究者との出会いや，論文上でのみ名前を存じ

上げている研究者と触れ合うことができ，大変有意義

な時間を過ごさせていただきました。今回は鳥居基金

の援助によって，ICRS 2012に参加することができま

した。このような素晴らしい基金によって，学会員の

皆様が同じような，更にそれ以上の体験をして帰国す

ることを切に望んでおります。この度は基金を提供し

ていただき，大変ありがとうございました。この場を

借りて，厚く御礼申し上げます。

●２０１２年度第１回「鳥居基金」助成実施報告（TE‐７２）

氏名（所属）：安田早希（九州大学大学院理学府地球

惑星科学専攻）

助成：国内研究集会

課題：日本地球化学若手シンポジウム２０１２

今年度の地球化学若手シンポジウムは，９月１４日～

１６日福岡県休暇村志賀島で開催されました。遠方にも

関わらず，７つの大学より２８名（学部４名，修士課程

１４名，博士課程１０名）の参加登録があり，ポスター発

表１２件，口頭発表１１件の応募をいただきました。ま

た，瀬戸繭美先生（奈良女子大学），高野淑識先生（海

洋研究開発機構），野崎達生先生（海洋研究開発機

構）の３名の先生方が招待講演を引き受けてください

ました。

口頭発表やポスター発表を通して活発な議論が行わ

れ，幅広い分野から集まったにもかかわらず，絶えず

質疑応答がされていました。懇親会では，それぞれの

研究生活など，さまざまな話題を通して参加者同士が

積極的な交流をしていました。同じ世代の若手研究者

と交流する良い機会となったことと思います。グルー

プディスカッションでは，「自分の研究を社会に貢献

させるには」，「モチベーションの上げ方」，「地球化学

を志した理由とこれから成し遂げたいこと」，「その

他」のお題から選択し，グループに分かれてディス

カッションを行いました。各グループがそれぞれに楽

しく，しかし，真剣に白熱した議論が活発に行われて

いた様子が印象的でした。本シンポジウムは，新たな

交流・視点・着想が生まれ，これからの研究への刺激

となることを目標にして開催致しました。このシンポ

ジウムを通して，参加された皆様が一つでも多く得る

ものがあったことを願っております。

開催にあたっては，準備段階から多くの方々に支え

ていただきました。前幹事様方より最初から最後ま

で，多くの情報，アドバイスを頂き，大変お世話にな

りました。この場を借りて御礼申し上げます。本シン

ポジウム事務局は，九州大学無機生物圏地球化学研究

集合写真
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室と，有機宇宙化学研究室の学生を中心に構成されま

した。役割分担によって，仕事がスムーズに進むよう

工夫いたしました。広報ではポスターを作製して配布

したり，メールにて各研究室に声を掛けたり，地球化

学会のメールニュースで情報を流していただいたりし

ました。来年度はさらに多くの若手研究者に積極的に

参加していただき，若手同士の交流が盛り上がること

を期待しております。

最後になりましたが，本シンポジウムは鳥居基金の

助成によって実行することができました。誠にありが

とうございました。

●２０１２年度第１回「鳥居基金」助成実施報告（TE‐７３）

氏名（所属）：尾崎和海（東京大学大気海洋研究所

地球表層圏変動研究センター）

助成：海外渡航（カナダ）

課題：「第２２回ゴールドシュミット会議での研究発表

（２０１２年６月２２～３０日，カナダ）」

本年のゴールドシュミット会議（Annual V. M.

Goldschmidt Conference）は，カナダのケベック州

モントリオールで６月２４～２９日にわたって開催されま

した。会場の Palais des congresはモントリオールの

ダウンタウンに位置し，中華街や旧市街に臨んだ会場

でした。研究発表は２３テーマ，１５７セッションにまた

がっており，参加人数も２８５７名であったとのことで，

地球化学分野として最大級の学会の雰囲気を実感する

ものでした。

私にとってゴールドシュミット会議への参加は，プ

ラハ（チェコ）で行われた前年の会議に引き続き２回

目でした。ゴールドシュミット会議では連日興味を惹

かれる発表が行われるため，複数の会場を行き来しな

がら研究情勢を知ることができます。本年度は全球ス

ケールの物質循環を数理的に議論する欧米の研究グ

ループが複数参加しており，私の研究・興味と密接に

関連することもあって，非常に有意義なものでした。

私個人で会議全体の様子をうかがい知ることは難しい

ですが，先カンブリア時代の気候・海洋環境や陸上風

化に関して複数のセッションがあり，活発な議論がな

されていた印象がありました。一方で，古生代―中生

代の古気候・古海洋学的研究は研究発表数がそれほど

多くなく，発表も複数のセッションに散らばってし

まっていたことが残念でした。

私の研究発表は“Climate Evolution: Processes

and Records”というテーマの“Seawater chemistry

changes through time”というセッションで行いまし

た。タイトルは“Modeling ocean acidification and de

-oxygenation: Testing the linkage between large ig-

neous province and Oceanic Anoxic Event”であり，

大気中への二酸化炭素の流入現象が引き起こす気候変

化と海洋環境変化（海洋酸性化・貧酸素化）について

数値シミュレーションを用いて検討したものです。こ

の研究では地質時代に生じた海洋酸性化や海洋貧酸素

化現象を説明するのに要求される二酸化炭素の流入シ

ナリオを制約することを目指すと同時に，予想される

気候変化や炭素同位体比記録についても議論を行いま

した。地質学者や地球化学分析を専門とする研究者

等，モデリング研究以外を専門とする研究者との議論

をもてたことは非常に大きな収穫でした。

この度の助成制度により，海外の研究者との直接的

な議論や面識をもつことができました。厚く御礼申し

上げます。
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地球化学に関連した研究集会，書評，研究機関の紹介などの原稿をお待ちしております。編集の都合上，

電子メールでの原稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の発行は２０１３年３

月頃を予定しています。ニュース原稿は１月下旬までにお送りいただくよう，お願いいたします。また，ホー

ムページに関するご意見もお寄せください。

編集担当者（日本地球化学会ニュース・HP幹事）

川幡穂高

〒２７７―８５６４ 千葉県柏市柏の葉５―１―５

東京大学大気海洋研究所

海洋底科学部門

Tel：０４―７１３６―６１４０

E-mail: news-hp@geochem.jp

ニュースへ記事やご意見をお寄せください

原田尚美

〒２３７―００６１ 神奈川県横須賀市夏島町２―１５

海洋研究開発機構（JAMSTEC）

地球環境変動領域

Tel：０４６―８６７―９５０４／Fax：０４６―８６７―９４５５

E-mail: news-hp@geochem.jp
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